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児童手当 拡充しました！
（６月に４月分からの支給が始まりました。）

昨年度の改正で小学校卒業するまで支給さ

れることになった児童手当。今年度はさらに

拡充し、第１子・第２子は３歳未満まで５千

円から１万円に倍額になりました。

高萩市全体での児童手当の支給対象児童数

は約２９００人います。今回の改正で３歳未

満の対象児童数は約５４０人になり、受給さ

れる家族は、大きな子育て支援になると喜ん

でおります。

今後は中学校卒業するまで

拡充できるよう取り組んで

いきます。

菊地 正芳 議員

●難病患者見舞金制度について

難病は原因が不明で治療法がないだけ

でなく、肉体的苦痛や経済的負担で、

生きることさえままならず、患者本人

や家族・関係者の苦悩は計り知れない。

この見舞金制度の請願は約８年前に全

会一致で採択されていることを踏まえ

考えを伺う。

●ＫＤＤＩの跡地利活用について

跡地の利活用については、県・高萩市

・日立市及び大学等の研究機関が、検

討委員会を設置し協議することになっ

た。中心市街地活性化との関連性、経

済効果、税収効果、生み出される雇用、

維持管理費について伺う。

●学校「ＫＹＴ」について
ＫＹＴ（危険予知トレーニング）は、平

成１７年６月議会で取り上げ、その後各

学校で導入されてきたと聞いている。そ

の取り組みと、実施効果等、状況を伺う。

今川 敏宏 議員

●行財政改革について
事務事業を見直すには、携わる職員の

スキルを見直すことから始めなければ

ならない。さらに労働組合との協議が

重要。その上で民間委託を含め、事業

の公益性や、費用対効果の緻密な評価

を、誰が見てもわかりやすいように点

数制を導入するべき。見解を伺う。

●福祉について
福祉産業が急速に発展してきた近年、

介護事業者コムスンの不正事件を見る

ように、本来福祉が目指すべき姿から

逸脱し乖離してきてはいまいか、疑念

が抱かれ始めている。我が市の福祉に

携わる考えを伺う。

●環境問題とゴミ処理計画について
ドラム缶や簡易小型焼却炉による廃材

ゴミの焼却と、野焼きが後を絶たない。

その原因と対策、不法投棄監視員によ

るパトロールはできないか伺う。

参議院選挙に行こう！

７月１２日（木） 公示
７月２９日（日） 投票

投票日に用事がある人は
７月１３日～２８日までの期間

期日前投票ができます。

期日前投票所 市役所本庁舎東隣り
時間 午前８時３０分から

午後８時まで

投票は選挙区投票と比例区投票の２回です。

１．選挙区は選挙区候補者名を記入

２．比例区は比例代表候補者名または政党名

のどちらかを記入
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年金記録問題は
必ず解決します！

今回の記録問題のように、年金に関わる問題

が生じた場合は、どうすれば一刻も早く解決で

きるか真剣に取り組むことが重要です。

公明党は「年金は１００年先まで安心です」

と国民の皆様に約束した党です。

公明党は約束を守るため全力で働きます。

年金記録の電話相談
■記録照会専用フリーダイヤル

「年金安心ダイヤル」0120-657830
ロウゴナヤミゼロ

（通話無料 24時間 土日も対応）

■一般の年金相談 0570-05-1165
イイロウゴ

（市内通話料でＯＫ 8:30～22:00 土日も対応）

高萩市で年金相談ができます！
公明党市議会議員の提言が実現しました

厚生年金に関する相談は、本年４月か

ら毎月１回行われています。場所と時間

は毎月発行の市報に掲載されますので、

ご確認ください。

また、国民年金については市役所１階

の年金窓口で随時行われています。

日立市にある

社会保険事務所

まで行かずに受

給手続き、裁定

請求ができるよ

うになり、とても

便利になりました。

市民相談・法律相談はお気軽にご連絡ください
〈連絡先〉 今川敏宏 電話２４－３０７９

菊地正芳 電話２３－７８７６

ストップ温暖化大作戦
～ＣＯ２削減「一村一品」プロジェクト～

関連ホームページ http://www.jccca.org/daisakusen/index.html

ストップ温暖化大作戦～CO2削減「一村一品プロジェクト」～は、2007年から開始の環境省と都道府県地球

温暖化防止活動推進センター、全国地球温暖化防止活動推進センターによる3ヵ年事業です。

①都道府県地球温暖化防止活動推進センター（以下、県センター）が中心となって、地域の創意工夫を活かし

た優れた温暖化対策の取り組み（一品）をとりまとめ、地域の温暖化対策の一層の推進を図ること。

②全国に情報発信することを通じて、都道府県をまたいだ地域間連携をつくり、県センターが温暖化の取り組

みを行っている人や団体との連携を深め、地域の中心的な存在となるよう土壌をつくる手助けをすること。

全国地球温暖化防止活動推進センター（JCCCA）では、県センターの取り組み支援と全国への情報発信、全

国大会の運営をおこなっていきます。

めざせ！１人１日１㎏ ＣＯ２削減
チーム・マイナス６％に参加しよう！

関連ホームページ http://www.team-6.jp/

地球温暖化防止ニュース


